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◎親和自治会 防災セミナー（2022年度 2回目） 
南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

２０２２年９月２５日 

 

親和自治会では２０２０年度に防災組織を発足し、実体験としての「防災訓練」と、防災

の考え方、基本知識を体得する為の「防災セミナー」の２本柱で、防災活動を進めていま

す。 

今年度（２０２２年度）の「防災セミナー」は、親和自治会地区に特化した形で、身近で

具体的なリスクの大きさと対処方法を学ぶ機会として、２回４時間にわたって開催されま

した。本日は第２回目が開催されましたが、親和自治会地区に限らず、地震・火災・水害

の防災知識として多くを学ばせて頂きました。ここに参加報告をさせて頂きます。 

 

 日時 テーマ 場所 

１回目 

 

９月４日(日) 

14:00～16:00 

災害リスクを知って備える 

地震・水害のリスク 

向原市民センター 

集会室１＆２ 

２回目 

（本日） 

９月２５日(日) 

14:00～16:00 

地域リスクを知って備える 

南街１丁目のリスクと対策方法 

向原市民センター 

集会室１＆２ 

 

★講師：蓑田圭二 様  茗溪学園 危機管理部長、防災士、防災トイレアドバイザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★以下プロジェクターによるご講義からの資料抜粋 
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１．南街地区の指定避難所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南街地区の「防災地区カルテ」より 

指定避難所（２小＋２中＋南街市民センター）の収容人数は

２，４９３人だが、感染症対策で１/３（約８００人）に。 

「自主避難所」は「指定避難所」と異なり、生活支援がない。 

【参考】９/１９台風１４号より、奈良橋市民センターで「自主避

難所」が開設された。（食料、水、マスク、スリッパ等持参） 
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指定避難所でのペット対応にも、事前確認が必要。 

【例】同行（避難所まで一緒）が出来ても、同伴（避難所内で一緒）は出来ない。 

指定避難所で生活できない前提で備える。 

指定避難所は誰でも（子ども世帯、LGBT、災害時要援護者等） 

が利用できるとは限らない。 
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  ２．避難所での生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定避難所生活での不満 

避難所における災害時要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児など） 

への配慮が必要。 

【参考】東京都の HP「東京都の外国人人口」で、東大和市内の 

国別人口がわかります。市の市民課でも聞ける。 

南街地区の人口に比べ「指定避

難所」の収容力は不足。 

３．３㎡に２人だが、感染症対策

で３分の１になる。 
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３．避難所に対する東大和市の備蓄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所における女性への配慮が必要。 

避難所に対する東大和市の備蓄（食糧） 
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避難所に対する東大和市の備蓄（飲用水） 

避難所に対する東大和市の備蓄（水・食糧品以外） 
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４．自助で備蓄を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 飲用水（調理用水）の給水場所 
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生活用水の備蓄 

食糧の備蓄 
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  ５．トイレの確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時用トイレの種類 

トイレの通常使用は、排水管の安全性を確認してから。 
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  ６．土のう・止水板・電力の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
電力対策 

土のうは防災安全課でもらえる。 
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  ７．まずは「自助」から（「近助」・「縁助」でささえる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

・自助（在宅避難、指定外避難所） 

・近助・縁助（ご近所同士、ご縁を活かす、

地域防災への女性の参加） 

・共助（自治会・自主防災組織） 

・公助 

 

顔の見える関係作りで。 

自助が基本だが、近助・縁助で自助を支える。 


